
(57)【要約】

【課題】　最大許容入力電力を向上させ、かつオン抵抗

の増加を抑制する。

【解決手段】　エンハンスメント型ｎチャネルＭＯＳＦ

ＥＴ　Ｔ１と、第１、第２の端子ＲＦ_１、ＲＦ_２と、

ＭＯＳＦＥＴ　Ｔ１のスイッチングを制御する制御信号

が入力される制御端子Ｖcontと、ＭＯＳＦＥＴ　Ｔ１の

ドレイン又はソースと第１の端子ＲＦ_１との間に接続

された第１の容量素子Ｃ１と、ＭＯＳＦＥＴ　Ｔ１のソ

ース又はドレインと第２の端子ＲＦ_２との間に接続さ

れた第２の容量素子Ｃ２と、ＭＯＳＦＥＴ　Ｔ１のゲー

トと、制御端子Ｖcontとの間に接続された第１の抵抗Ｒ

ｇ１と、制御端子Ｖcontに入力側が接続された、ＭＯＳ

ＦＥＴ　Ｔ１のスイッチング制御用の論理回路ＩＮ１と

、ＭＯＳＦＥＴ　Ｔ１のソースまたはドレインのいずれ

か一方と、論理回路ＩＮ１の出力側との間に接続された

第２の抵抗Ｒｄ１とを備えることを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ の 端 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 容
量 素 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 容
量 素 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 論 理 回
路 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と
の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 切 替 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ 、 第 ２ の エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 端 子 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ
れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
１ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
２ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
３ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
４ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 論 理 回
路 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ４ の
抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 切 替 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 少 な く と も い ず れ か 一 つ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン に 並 列 に
接 続 さ れ た イ ン ダ ク タ 素 子 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体 切 替 回
路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ の 端 子 と 、
　 前 記 第 １ ～ 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ
れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
１ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
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２ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
３ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
４ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
５ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ４ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
６ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
７ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ５ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
８ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 第 １ ～ 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制
御 用 の 論 理 回 路 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ４ の
抵 抗 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ５ の
抵 抗 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ６ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ７ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ８ の 抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 切 替 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 論 理 回 路 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 構 成 に よ る イ ン バ ー タ 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 切 替 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 半 導 体 切 替 回 路 に 関 し 、 特 に シ リ コ ン 基 板 上 に 形 成 さ れ た Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 含 む
高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 に 好 適 な も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ Ｇ Ｈ ｚ 、 あ る い は そ れ 以 上 の 高 い 周 波 数 領 域 で 優 れ た ス イ ッ チ ン グ 特 性 を 実 現 す る 高
周 波 半 導 体 切 替 回 路 と し て 、 こ れ ま で 基 板 が 半 絶 縁 性 で か つ 高 い 電 子 移 動 度 を 有 す る 化 合
物 半 導 体 が 多 用 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 近 年 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ プ ロ セ ス に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 開 発 が 盛 ん に 行 わ れ て
い る 。 そ の 大 き な 理 由 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ス イ ッ チ は 他 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ・ Ｒ Ｆ ・ Ｉ Ｃ に 集 積 可 能 だ か
ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 シ リ コ ン 基 板 に 形 成 さ れ る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に よ り 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 を 実 現 し
よ う と す る と 、 導 電 性 基 板 で あ る が 故 に 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の Ｏ Ｎ 抵 抗 に 起 因 す る 挿 入 損 失 に
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加 え て 、 基 板 の 抵 抗 に 起 因 す る 挿 入 損 失 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 を 送 受 切 替 ス イ ッ チ と し て 用 い る 場 合 に は 、 相 当 大 き い 最
大 許 容 入 力 電 力 が 求 め ら れ る 。 そ の た め に は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 縦 積 み と す る 、 あ る い は マ
ル チ ゲ ー ト 構 造 と す る こ と が 必 要 と な る 。 し か し こ れ は 、 Ｏ Ｎ 抵 抗 の 増 加 を 意 味 し 、 挿 入
損 失 の 増 大 を 招 く こ と と な る 。 こ の よ う な Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 縦 積 み 、 あ る い は マ ル チ ゲ ー ト
化 し た こ と に よ る Ｏ Ｎ 抵 抗 の 増 加 を 抑 え る た め に 、 ゲ ー ト 幅 を 大 き く す る と い う 手 法 が あ
る 。 し か し 、 チ ッ プ 面 積 の 増 大 と ア イ ソ レ ー シ ョ ン の 劣 化 と を 招 く 。 こ の よ う な ト レ ー ド
オ フ の 関 係 の 中 で 最 適 化 を 行 う こ と に な る が 、 化 合 物 半 導 体 に よ る 切 替 回 路 に 比 べ て 、 Ｃ
Ｍ Ｏ Ｓ ス イ ッ チ の 特 性 は か な り 劣 っ た も の に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 を 開 示 す る 文 献 を 以 下 に 記 載 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ２ ８ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ４ ６ １ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ ８ ９ ４ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ８ － ７ ０ ２ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ １ ４ ２ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ４ ９ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ７ ５ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ １ ３ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み 、 最 大 許 容 入 力 電 力 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 オ ン 抵 抗 の 増 加 を 抑
制 す る こ と が 可 能 な 半 導 体 切 替 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ る 半 導 体 切 替 回 路 は 、
　 エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ の 端 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 容
量 素 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 容
量 素 子 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 論 理 回
路 と 、
　 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と
の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ る 半 導 体 切 替 回 路 は 、
　 第 １ 、 第 ２ の エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 端 子 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ
れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
１ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
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２ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
３ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
４ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 論 理 回
路 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ４ の
抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 あ る い は 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ る 半 導 体 切 替 回 路 は 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ の 端 子 と 、
　 前 記 第 １ ～ 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の そ れ ぞ れ の ス イ ッ チ ン グ を 制 御 す る 制 御 信 号 が 入 力 さ
れ る 制 御 端 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
１ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
２ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ２ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
３ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
４ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 １ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
５ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ４ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
６ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ド レ イ ン 又 は ソ ー ス と 前 記 第 ３ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
７ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン と 前 記 第 ５ の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第
８ の 容 量 素 子 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 抵 抗 と 、
　 前 記 制 御 端 子 に 入 力 側 が 接 続 さ れ た 、 前 記 第 １ ～ 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ス イ ッ チ ン グ 制
御 用 の 論 理 回 路 と 、
　 前 記 第 １ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ４ の
抵 抗 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 論 理 回 路 の 出 力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ５ の
抵 抗 と 、
　 前 記 第 ３ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 制 御 端 子 と の
間 に 接 続 さ れ た 第 ６ の 抵 抗 と 、
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　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト と 、 前 記 制 御 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ７ の 抵 抗 と 、
　 前 記 第 ４ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ソ ー ス ま た は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 と 、 前 記 論 理 回 路 の 出
力 側 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ８ の 抵 抗 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 切 替 回 路 に よ れ ば 、 最 大 許 容 入 力 電 力 を 向 上 さ せ 、 か つ オ ン 抵 抗 の 増 加
を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ １ ） 実 施 の 形 態 １
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ は 、 エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
　 Ｔ １ の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 一 端 が 接 続 さ れ た Ｄ Ｃ 成 分 除 去 用 の 容 量 Ｃ １ お
よ び Ｃ ２ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト に 一 端 が 接 続 さ れ た 高 抵 抗 Ｒ ｇ １ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
　 Ｔ １ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 に 一 端 が 接 続 さ れ た 高 抵 抗 Ｒ ｄ １ 、 抵 抗 Ｒ ｇ
１ の 他 端 と 抵 抗 Ｒ ｄ １ の 他 端 と の 間 に 入 出 力 端 子 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ
Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｐ Ｔ １ 及 び ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｎ Ｔ １ か ら 成 る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路
Ｉ Ｎ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 容 量 Ｃ １ お よ び Ｃ ２ の そ れ ぞ れ の 他 端 に は 、 高 周 波 信 号 線 が 接 続 さ れ る べ き 端 子 Ｒ Ｆ _
１ 、 Ｒ Ｆ _２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ に 接 続 さ れ た 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ は 接 地 用 端 子 、 端 子 Ｖ ｃ ｃ は 電
源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 に は 、 ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ
ｎ ｔ が 供 給 さ れ る 制 御 端 子 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 尚 、 抵 抗 Ｒ ｇ １ 、 Ｒ ｄ １ は 高 周 波 信 号 が 漏 れ な い の に 十 分 な 大 き さ を 有 す る 抵 抗 で あ っ
て 、 例 え ば １ ０ ｋ Ω 程 度 の 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 を 備 え た 本 実 施 の 形 態 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ａ １ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ０ Ｖ の 時
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 に ０ Ｖ の 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が 入 力 さ れ 、 出
力 端 子 か ら 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト に ０ Ｖ が 印 加 さ れ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ
Ｎ １ の 出 力 端 子 が 接 続 さ れ た ド レ イ ン 又 は ソ ー ス 、 こ こ で は ソ ー ス と す る と 、 電 源 電 圧 Ｖ
ｃ ｃ が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 今 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が ３ Ｖ で あ る と す る と 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電
圧 Ｖ ｇ ｓ は 、 － ３ Ｖ と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ が ０ .７ Ｖ で あ る と す る と 、 こ の 時 、
Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 結 果 、 端 子 Ｒ Ｆ _１ と 端 子 Ｒ Ｆ _２ と の 間 は 、 非 導 通 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｂ １ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ３ Ｖ の 時
　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト に は ３ Ｖ 、 ソ ー ス に は ０ Ｖ が 印 加 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｍ
Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ ｇ ｓ ＝ ３ Ｖ と な り 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ は オ
ン 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ が オ ン の 時 に は 、 電 圧 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ ＝ ２ ． ３ Ｖ と な り 、
十 分 に 低 い オ ン 抵 抗 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 上 述 し た Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ が オ フ の 時 に は 、 電 圧 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ ＝ － ３ ． ７ Ｖ
と な り 、 十 分 大 き い 入 力 振 幅 に 対 し て も オ フ 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 端 子 Ｒ Ｆ _２ を 接 地 し 、 端 子 Ｒ Ｆ _１ に サ イ ン 波 電 圧 を 印 加 し た と す る と 、 電 圧 振 幅 が ７
． ４ Ｖ （ ｐ ｅ ａ ｋ  ｔ ｏ  ｐ ｅ ａ ｋ 値 で は １ ４ ． ８ Ｖ ｐ ｐ ） に な る ま で 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ
１ は オ フ 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ５ ０ Ω 系 に お け る ７ ． ４ Ｖ の 電 圧 振 幅 を 電 力 換 算 す る と 、 ２ ７ .３ ８ ｄ Ｂ ｍ と な る 。 従
っ て 、 例 え ば Ｐ Ｈ Ｓ （ Personal Handyphone System） 用 の 送 受 信 ス イ ッ チ と し て 、 十 分 利
用 可 能 な 最 大 許 容 入 力 電 力 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 ゲ ー ト 電 圧 の み を ０ Ｖ と ３ Ｖ の 間 で ス イ ン グ
さ せ る だ け で な く 、 ソ ー ス ・ ド レ イ ン 間 電 圧 を ０ Ｖ と ３ Ｖ の 間 で ス イ ン グ さ せ る こ と に よ
り 、 相 対 的 に ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 Ｖ ｇ ｓ を 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ の ２ 倍 の 振 幅 （ ６ Ｖ ） で ス イ
ン グ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 最 大 許 容 入 力 振 幅 を 上 げ て オ フ 状 態 を 維 持 す る と と も に 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の
オ ン 抵 抗 を 下 げ て Ｇ ａ Ａ ｓ 系 Ｆ Ｅ Ｔ の オ ン 抵 抗 に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 尚 、 図 １ に 示 さ れ た 回 路 構 成 で は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 と 抵 抗 Ｒ
ｇ １ と が 接 続 さ れ 、 ま た 出 力 端 子 と 抵 抗 Ｒ ｄ １ と が 接 続 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 逆 に 入
力 端 子 と 抵 抗 Ｒ ｄ １ と が 接 続 さ れ 、 出 力 端 子 と 抵 抗 Ｒ ｇ １ と が 接 続 さ れ た 構 成 で あ っ て も
よ い 。 こ の 場 合 に は 、 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ に 対 す る 動 作 の 極 性 が 逆 に な る だ け で あ り 、 図
１ に 示 さ れ た 回 路 構 成 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ２ ） 実 施 の 形 態 ２
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ で 示 さ れ た 回 路 を １ ユ ニ ッ ト と し た 場 合 に 、 こ の
ユ ニ ッ ト を ２ つ 使 用 し 、 さ ら に ２ つ の ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ １ 、 Ｌ ２ を Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　
Ｔ １ の ソ ー ス ・ ド レ イ ン 間 、 及 び Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 間 に 接 続 し た 、
い わ ゆ る 共 振 型 Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ （ Single-Pole Double-Throw） ス イ ッ チ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ は 、 エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ 、 Ｍ Ｏ
Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 一 端 が 接 続 さ れ た Ｄ Ｃ 成 分 除 去 用 の 容
量 Ｃ １ お よ び Ｃ ２ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン に そ れ ぞ れ 一 端 が 接 続 さ
れ た Ｄ Ｃ 成 分 除 去 用 の 容 量 Ｃ ３ お よ び Ｃ ４ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ゲ ー ト に 一 端 が 接 続 さ
れ た 高 抵 抗 Ｒ ｇ １ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 に 一 端 が 接
続 さ れ た 高 抵 抗 Ｒ ｄ １ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の ゲ ー ト に 一 端 が 接 続 さ れ た 高 抵 抗 Ｒ ｇ ２ 、
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Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ソ ー ス 又 は ド レ イ ン の い ず れ か 一 方 に 一 端 が 接 続 さ れ た 抵 抗 Ｒ ｄ ２
、 抵 抗 Ｒ ｇ １ の 他 端 お よ び 抵 抗 Ｒ ｇ ２ の 他 端 に 入 力 端 子 が 接 続 さ れ 、 抵 抗 Ｒ ｄ １ の 他 端 お
よ び 抵 抗 Ｒ ｇ ２ の 他 端 と の 間 に 出 力 端 子 が 接 続 さ れ た 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｐ Ｔ １
及 び ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｎ Ｔ １ か ら 成 る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ 、 さ ら に 上
述 し た よ う に 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ソ ー ス ・ ド レ イ ン 間 、 及 び Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の ソ
ー ス 、 ド レ イ ン 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ １ 、 Ｌ ２ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 容 量 Ｃ １ の 他 端 に は 、 高 周 波 信 号 線 が 接 続 さ れ る べ き 端 子 Ｒ Ｆ _１ が 接 続 さ れ 、 容 量 Ｃ
４ の 他 端 に は 、 高 周 波 信 号 線 が 接 続 さ れ る べ き 端 子 Ｒ Ｆ _２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 容 量 Ｃ ２ の 他 端 と 容 量 Ｃ ３ の 他 端 と の 接 続 点 に は 、 共 通 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ が 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ に 接 続 さ れ た 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ は 接 地 用 端 子 、 端 子 Ｖ ｃ ｃ は 電
源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 に は 、 ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ
が 供 給 さ れ る 制 御 端 子 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 抵 抗 Ｒ ｇ １ 、 Ｒ ｇ ２ 、 Ｒ ｄ １ 、 Ｒ ｄ ２ は 、 高 周 波 信 号 が 漏 れ な い の に 十 分 な 大 き さ を 有
す る 抵 抗 で あ っ て 、 例 え ば １ ０ ｋ Ω 程 度 の 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 を 備 え た 本 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ に 基 づ い て 、 共 通 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と 高 周 波
信 号 端 子 Ｒ Ｆ _１ と の 間 、 あ る い は 共 通 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と 高 周 波 信 号 端 子 Ｒ Ｆ _２ と の 間
で 、 信 号 経 路 の 切 替 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ １ は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の オ フ 容 量 と 高 周 波 信 号 Ｒ Ｆ の 周 波
数 と で 並 列 共 振 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 同 様 に ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ ２ は 、 Ｍ Ｏ Ｓ
Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の オ フ 容 量 と 高 周 波 信 号 Ｒ Ｆ の 周 波 数 と で 並 列 共 振 す る よ う に 設 計 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が ３ Ｖ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  Ｔ １ 、 Ｔ ２ の し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ が そ
れ ぞ れ ０ .７ Ｖ で あ る と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ａ ２ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ０ Ｖ の 時
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 側 の 電 圧 ０ Ｖ が ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ の ゲ
ー ト 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ２ の ソ ー ス に 印 加 さ れ 、 出 力 端 子 側 の 電 圧 Ｖ ｃ ｃ ＝ ３ Ｖ が ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ ２ の ゲ ー ト 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ の ソ ー ス に 印 加 さ れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ は オ フ
状 態 、 Ｔ ２ は オ ン 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 端 子 Ｒ Ｆ _１ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 は 遮 断 状 態 に な り 、 端 子 Ｒ Ｆ _２ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ
Ｍ と の 間 は 導 通 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の オ フ 容 量 と ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ １ と は 、 高 周 波 信 号
Ｒ Ｆ の 周 波 数 に お い て 並 列 共 振 す る よ う に 設 計 さ れ て い る の で 、 オ フ 状 態 に お い て 十 分 高
い ア イ ソ レ ー シ ョ ン が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 Ｂ ２ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ３ Ｖ の 時
　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ は オ ン 状 態 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ は オ フ 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、
端 子 Ｒ Ｆ _１ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 は 導 通 状 態 に な り 、 端 子 Ｒ Ｆ _２ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ
と の 間 は 遮 断 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ の オ フ 容 量 と ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ ２ と は 、 高 周 波 信 号 Ｒ Ｆ の 周
波 数 に お い て 並 列 共 振 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 十 分 に 高 い ア イ ソ レ ー シ ョ ン が 実 現 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｔ ２ の い
ず れ か が オ ン 状 態 と な っ た 場 合 、 そ の Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ は ２ ． ３ Ｖ と 十 分 に 高 い の で 、 小 さ
い オ ン 抵 抗 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 オ フ 状 態 と な る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ は － ３ ． ７ Ｖ と 十 分 に 低 く 、 最 大
許 容 入 力 電 力 は 十 分 に 高 い 値 （ ２ ７ .３ ８ ｄ Ｂ ｍ ） と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 よ り 大 き い 最 大 許 容 入 力 電 力 が 必 要 な 場 合 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｔ ２ を 縦 積 み に す
る か 、 あ る い は マ ル チ ゲ ー ト 構 造 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 ス パ イ ラ ル イ ン ダ ク タ Ｌ １ 、 Ｌ ２ は 、 外 付 け 部 品 と し て 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ３ ） 実 施 の 形 態 ３
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 施 の 形 態 ３ は 上 記 実 施 の 形 態 １ で 示 さ れ た 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 容 量 Ｃ １ 及 び Ｃ ２
、 抵 抗 Ｒ ｇ １ 及 び Ｒ ｄ １ 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ を １ ユ ニ ッ ト と し 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ
１ を 共 有 し た 状 態 で ４ つ の ユ ニ ッ ト を 用 い て 構 成 し た 、 い わ ゆ る シ ャ ン ト 型 Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ
ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 即 ち 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 容 量 Ｃ １ 及 び Ｃ ２ 、 抵 抗 Ｒ ｇ １ 及 び Ｒ ｄ １ を 有 し 、 イ ン バ
ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ を 共 有 す る 第 １ の ユ ニ ッ ト 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ 、 容 量 Ｃ ３ 及 び Ｃ ４ 、 抵
抗 Ｒ ｇ ２ 及 び Ｒ ｄ ２ を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ を 共 有 す る 第 ２ の ユ ニ ッ ト 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ
Ｅ Ｔ 　 Ｔ ３ 、 容 量 Ｃ ５ 及 び Ｃ ６ 、 抵 抗 Ｒ ｇ ３ 及 び Ｒ ｄ ３ を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ を
共 有 す る 第 ２ の ユ ニ ッ ト 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ４ 、 容 量 Ｃ ７ 及 び Ｃ ８ 、 抵 抗 Ｒ ｇ ４ 及 び Ｒ ｄ
４ を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ を 共 有 す る 第 ２ の ユ ニ ッ ト を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 容 量 Ｃ １ お よ び Ｃ ５ の そ れ ぞ れ の 一 端 の 接 続 点 、 ま た 容 量 Ｃ ４ お よ び Ｃ ７ の そ
れ ぞ れ の 一 端 の 接 続 点 に は 、 高 周 波 信 号 線 が 入 力 さ れ る 端 子 Ｒ Ｆ _１ 、 Ｒ Ｆ _２ が そ れ ぞ れ
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 容 量 Ｃ ６ 、 Ｃ ８ の そ れ ぞ れ の 一 端 に は 、 接 地 用 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ _１ 、 Ｇ Ｎ Ｄ _２ が 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ に 接 続 さ れ た 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ は 接 地 用 端 子 、 端 子 Ｖ ｃ ｃ は 電
源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 に は 、 ス イ ッ チ ン グ 制 御 用 の 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ
が 供 給 さ れ る 制 御 端 子 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 尚 、 抵 抗 Ｒ ｇ １ ～ Ｒ ｇ ４ 、 Ｒ ｄ １ ～ Ｒ ｄ ４ は 、 そ れ ぞ れ 高 周 波 信 号 が 漏 れ な い の に 十 分
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な 大 き さ を 有 す る 抵 抗 で あ っ て 、 例 え ば １ ０ ｋ Ω 程 度 の 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 を 備 え た 本 実 施 の 形 態 ４ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ つ の 共 通 高 周 波 信 号 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し 、 二 つ の 高 周 波 信 号 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _１
、 Ｒ Ｆ _２ の 間 で 、 信 号 経 路 の 切 替 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ 、 ２ と 同 様 に 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ を ３ Ｖ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ  Ｔ １ ～ Ｔ ４ の
そ れ ぞ れ の 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ を ０ .７ Ｖ と す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 Ａ ３ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ０ Ｖ の 時
　 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 に ０ Ｖ の 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が 入 力 さ れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ
Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｔ ４ が オ フ 状 態 に な る 。 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 出 力 端 子 か ら ３ Ｖ の 電 源 電
圧 Ｖ ｃ ｃ が 出 力 さ れ て 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ が オ ン 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 端 子 Ｒ Ｆ _１ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 が 遮 断 状 態 に な り 、 端 子 Ｒ Ｆ _２ と
端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 が 導 通 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 Ｂ ３ ） 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ が ３ Ｖ の 時
　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｔ ４ が オ ン 状 態 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ が オ フ 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 結 果 、 端 子 Ｒ Ｆ _１ と 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 は 導 通 状 態 に な り 、 端 子 Ｒ Ｆ _２ と 端
子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と の 間 は 遮 断 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お い て も オ ン 状 態 と な る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の
Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ は ２ ． ３ Ｖ と 十 分 に 高 く 、 小 さ い オ ン 抵 抗 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 オ フ 状 態 と な る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ は － ３ ． ７ Ｖ と 十 分 に 低 く 、 最 大
許 容 入 力 電 力 は 十 分 に 高 い 値 （ ２ ７ .３ ８ ｄ Ｂ ｍ ） が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 さ ら に 大 き い 最 大 許 容 入 力 電 力 が 必 要 な 場 合 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ ～ Ｔ ４ を 縦 積 み に
す る か 、 あ る い は マ ル チ ゲ ー ト 構 造 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 ３ と 、 比 較 例 と し て の 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 例 と の 対 比 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ４ に 、 比 較 例 に よ る シ ャ ン ト 型 Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ ッ チ の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 共 通 の 高 周 波 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ と 、 一 方 の 高 周 波 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _１ と の 間 に 、 ス イ ッ
チ ン グ 用 の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン が 接 続 さ れ 、 高 周 波 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _Ｃ
Ｏ Ｍ と 、 一 方 の 高 周 波 入 力 端 子 Ｒ Ｆ _１ と の 間 に ス イ ッ チ ン グ 用 の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ の
ソ ー ス 、 ド レ イ ン が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 端 子 Ｒ Ｆ _１ と 接 地 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ _１ と の 間 に 、 シ ャ ン ト 用 の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ３ の ソ ー ス
、 ド レ イ ン が 接 続 さ れ 、 端 子 Ｒ Ｆ _２ と 接 地 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ _２ と の 間 に 、 シ ャ ン ト 用 の Ｍ Ｏ Ｓ
Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ４ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ １ 、 Ｔ ４ の ゲ ー ト に は 抵 抗 Ｒ ｇ １ 、 Ｒ ｇ ４ を 介 し て 、 制 御 電 圧 Ｖ ｃ ｏ
ｎ ｔ が 入 力 さ れ る イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 入 力 端 子 が 接 続 さ れ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 　 Ｔ ２ 、 Ｔ
３ の ゲ ー ト に は 抵 抗 Ｒ ｇ ２ 、 Ｒ ｇ ３ を 介 し て 、 イ ン バ ー タ 回 路 Ｉ Ｎ １ の 出 力 端 子 が 接 続 さ
れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 端 子 Ｒ Ｆ _１ 、 Ｒ Ｆ _２ 、 Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ 、 Ｇ Ｎ Ｄ _１ 、 Ｇ Ｎ Ｄ _２ と 、 そ れ ぞ れ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ
Ｅ Ｔ の 一 端 と の 間 に は 、 容 量 Ｃ １ ～ Ｃ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て こ の 比 較 例 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ ～ Ｔ ４ の そ れ ぞ れ の 一 端 に 、 抵 抗 Ｒ ｄ ｄ １ ～
Ｒ ｄ ｄ ３ を 介 し て バ イ ア ス 電 位 と し て 中 間 電 位 Ｖ ｂ ｉ ａ ｓ が 印 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ と 同 様 に 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ ＝ ３ Ｖ 、 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ ＝ ０ ． ７ Ｖ 、
さ ら に 中 間 電 位 Ｖ ｂ ｉ ａ ｓ ＝ １ ． ５ Ｖ と し た 場 合 に 、 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ の 値 を 計 算 す る と 以
下 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 Ａ ０ ） オ ン 状 態 の 時
　 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ ＝ ３ － １ ． ５ － ０ ． ７ ＝ ０ ． ８ Ｖ
　 こ の 値 は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に お け る ２ ． ３ Ｖ よ り 低 く 、 よ っ て 本 実 施 の 形 態 １ ～
３ に よ り オ ン 抵 抗 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 Ｂ ０ ） オ フ 状 態 の 時
　 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ｈ ＝ ０ － １ ． ５ － ０ ． ７ ＝ － ２ ． ２ Ｖ
　 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に お け る 値 は － ３ ． ７ Ｖ で あ り 、 比 較 例 で は 最 大 許 容 入 力 電 力 が
低 下 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に よ れ ば 、 オ ン 抵 抗 が 減 少 す る と 共 に 最 大 許 容 入 力
電 力 が 増 加 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 、 ３ つ の 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に つ い て 説 明 し た が 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と し て 示 さ れ た
回 路 を １ ユ ニ ッ ト と し 、 そ れ を 複 数 個 組 み 合 わ せ て ス イ ッ チ を 構 成 す る こ と に よ り 、 同 様
の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 一 般 に Ｓ Ｏ Ｉ （ Silicon On Insulator） 基 板 を 用 い て 形 成 し た Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ス イ ッ チ
は 高 周 波 特 性 に 優 れ る が 、 本 発 明 に お い て も Ｓ Ｏ Ｉ を 用 い る こ と は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ で は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ と し て ３ Ｖ の 場 合 を 例 に と り 説 明 し
た が 、 よ り 高 い 電 源 電 圧 を 用 い た 場 合 に は 最 大 許 容 入 力 電 力 は そ れ に 伴 っ て 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ を 、 別 途 設 け ら れ た チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 に よ
っ て 昇 圧 し 、 上 記 電 源 端 子 Ｖ ｃ ｃ に 供 給 す る こ と に よ っ て 最 大 許 容 入 力 電 力 を 向 上 さ せ る
こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に お い て 用 い ら れ て い る 容 量 は 、 そ の 構 成 に つ い て 限 定 し な い か
、 高 周 波 特 性 に 優 れ る Ｍ Ｉ Ｍ （ 金 属 ・ 絶 縁 体 ・ 金 属 ） 構 造 の も の を 用 い る と よ り 高 周 波 特
性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 値 は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ 等 に 寄 生 す る イ ン ダ ク タ
ン ス の 値 を 考 慮 し 、 そ れ ら と 直 列 共 振 す る よ う な 値 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｐ ｎ Ｔ （ ｎ は ３ 以 上 の 整 数 ） ス イ ッ チ を 構 成 す る 場 合 、 制 御 端 子 の 数 を 減 ら す
た め に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ ３ に お け る イ ン バ ー タ 回 路 等 の ロ ジ ッ ク 回 路 を Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路
で 構 成 し 、 同 一 半 導 体 基 板 に 集 積 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ４ 】 比 較 例 に よ る 高 周 波 半 導 体 切 替 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
Ｒ ｇ １ ～ Ｒ ｇ ４ 、 Ｒ ｄ １ ～ Ｒ ｄ ４ 　 高 周 波 信 号 遮 断 用 抵 抗
Ｃ １ ～ Ｃ ８ 　 Ｄ Ｃ 成 分 除 去 用 容 量
Ｔ １ ～ Ｔ ４ 　 エ ン ハ ン ス メ ン ト 型 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
Ｒ Ｆ _Ｃ Ｏ Ｍ 　 高 周 波 信 号 入 力 端 子
Ｒ Ｆ _１ 、 Ｒ Ｆ _２ 　 共 通 高 周 波 信 号 入 力 端 子
Ｇ Ｎ Ｄ _１ 、 Ｇ Ｎ Ｄ _２ 　 高 周 波 接 地 端 子
Ｇ Ｎ Ｄ 　 接 地 端 子
Ｖ ｃ ｃ 　 電 源 電 圧 端 子
Ｖ ｃ ｏ ｎ ｔ 　 制 御 端 子
Ｐ Ｔ １ 　 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
Ｎ Ｔ １ 　 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
Ｉ Ｎ １ 　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ 回 路
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(12) JP 2006-121217 A 2006.5.11

EX-1006 
Kangxi Communication Technologies (Shanghai) Co., Ltd. v. Skyworks Solutions, Inc.



フロントページの続き

(72)発明者  瀬　下　敏　樹
            神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地　株式会社東芝マイクロエレクトロニクスセンター内
(72)発明者  寒河江　美　友
            神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地　株式会社東芝マイクロエレクトロニクスセンター内
Ｆターム(参考) 5J055 AX05  BX06  CX03  CX24  DX13  DX44  EX07  EY01  EY05  EY10 
　　　　 　　        EY21  EZ13  FX12  FX27  GX01 

(13) JP 2006-121217 A 2006.5.11

EX-1006 
Kangxi Communication Technologies (Shanghai) Co., Ltd. v. Skyworks Solutions, Inc.


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow



